
成蹊学園フェスティバル 

2015.03.12 

2015 年 3 月 8 日 (日 )成蹊大学サッカー場にて、成蹊学園フェスティバルが行われました。 

本日は写真がございません。大変申し訳ございません。  

  

この行事は、普段あまり交流する機会のない皆さんとサッカーを通して交流を深めることの

できる大事な行事です。  

本日はあいにくの天候ですが、年下の子どもたちや年上の方からパワーをもらい、楽しみま

しょう！！  

  

まずは全員部室前に集合です。朝早くの集合であったため、眠そうな選手もちらほら。  

  

グランドに移動して、さっそく準備開始！  

学年関係なく一緒に手伝う姿がよく見られるところが今年の良さですね！  

  

少し緊張気味に話すのは、学園フェスティバルの責任者である新 4 年塩川です。  

  

御厨様は、サッカー部の歴史、伝統、そして学園フェスティバルの意義についてお話してく

ださいました。  

  

写真撮影が行われました。  

小学生から OB の方々まで勢ぞろいです！  

  

それでは、小学生、中学生、高校生と大学生によるミニゲーム大会のスタートです！  

  

まずは、新 3 年を中心にグループわけです！  

 

すでに仲良くなっている選手もいました。  

  

最初の種目はしっぽ取りです。  

ビブスがしっぽの代わりです。  

  

本日はとても寒いので入念にストレッチを行います。  

  

笛の音と同時にあちこちから笑い声や叫び声が聞こえます。  
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次の種目はリレーです。  

1 つ目は、ボールを蹴りながらのリレーです。  

敵のコースに割り込んでしまう子も。  

   

新 3・ 4 年も一緒になってはしゃいでいました。  

  

次はおんぶリレーです。  

このレースの勝利は黒チーム！  

  

3 つ目は、手を使わずにボールを 2 人で運ぶリレーです。  

各チームいろいろなアイディアを出し合っていました。  

  

リレーを通して一気にチームの仲も深まっていました。  

  

最後の種目はミニゲームです。  

スタートする場所を決めるためじゃんけんをしています。  

小、中学生相手に、大学生が勝利していました。大人げないですね (笑 ) 

  

チームごとに作戦を話し合って、円陣を組み、試合スタート！  

勝敗が決まらないときは公平にじゃんけんで決めます。  

小学 2 年生の子の活躍によって、オレンジチームに勝利がもたらされました！  

  

結果を集計している間に、即興で新 4 年山田による王様じゃんけんが行われました。  

勝ち残った選手に何かプレゼントはあったのでしょうか… ? 

  

司会進行役の新 3 年川原から順位が発表されます。  

  

優勝はピンクチームでした！！  

  

優勝チームには景品、また優勝できなかったチームにも参加賞が配られました。  

試合の合間にキックを小学生に教える新 2 年山崎。  

普段見ることのない選手の顔を見ることができ、こちらも自然と笑顔になります。  

  

成蹊中学 vs 成蹊高校の試合が行われました。  

  

  



その間、フットサルコートでは小学生と大学生が試合をしていました。  

笑い声が絶えず聞こえ、みんなとても楽しそうでした！  

  

小さい体ながらも、力強いシュートを放っていました。  

  

さて、ここからは大学生の試合が行われます。  

1 試合目は高校生が相手です。  

大学生のプライドを見せつけるため、選手たちにも気合いが入ります。  

  

新 3 年河野を中心にアップが行われます。  

キーパー坂東より攻守の確認が行われます。  

対高校生のスタメンです。  

上段左より：新 3 年坂東、新 4 年水上、新 2 浜部、新 3 年依田、新 3 年河野、新 2 年木下  

下段左より：新 4 年淺野、新 3 年仲原、新 4 年平松、新 2 年阿部、新 2 年吉良  

  

35 分を 2 本、集中していきましょう！  

  

新 4 年平松が高校生ゴールに攻め入ります。  

  

その直後、逆に高校生に攻め込まれますが、新 3 年坂東が体を張って守ります。  

  

新 4 年水上のシュートは惜しくもゴールを超えてしまいます。  

  

前半 28 分に新 3 年仲原からのアシストで新 4 年淺野が得点を決め、大学 1-0 高校。  

  

ハーフタイムの短い時間の中でもしっかりと話し合います。  

  

ハーフタイム中に交代がありました。  

新 3 年坂東→新 2 年久保田  

新 2 年吉良→新 2 年玉田  

新 3 年依田→新 2 年南部  

新 2 年阿部→新 2 年狩野  

新 2 年浜部→新 3 年田中  

新 3 年仲原→新 2 年中屋  

  

半数が新 2 年生のチームです。  

しっかりと声を出し合い、連携を大切にしていきましょう。  



  

後半開始早々、コーナーキックを得ます。  

キッカーは新 2 年木下。  

相手キーパーに弾かれてしまいます。  

  

何度もシュートシーンが見られチャンスはあったものの、後半は無得点に終わり結果は大学

1-0 高校となりました。  

  

次の試合の前にハーフコートマッチが行われました。  

小学生・中学生・高校生、大学生、OB・OG が混合し、普段とは違うメンバー、ポジション

でチームを組み、みんな楽しそうにサッカーをしていました。  

  

試合をする前に開会式が行われました。  

司会は新 4 年池田が務めます。  

  

本日お越しいただいた、 OB・ OG の皆様です。  

  

去年サッカー部を引退した 4 年生が、本日は若手 OB として、 21 人中 16 人が参加してく

れました。  

  

新 3 年天野から攻守の確認、新 4 年白瀧からの話で改めて気合いが入ります。  

  

去年まで同じチームだった 4 年生と、本日は敵同士！  

ですが、 4 年生との久しぶりのプレーに選手はみんな嬉しそう。  

  

対４年生のスタメンです。  

新 4 年高木、新 2 年山崎、新 3 年靍岡、新 2 年眞壁、新 4 年白瀧、新 3 年天野、新 2 年中

村、新 2 年大内、新 2 年鈴木、新 2 年太田、新 2 年齋藤。  

  

若手 OB の皆さん、水色のユニフォームが様になっていますね！  

  

4 年生が引退してからの約 4 か月間で練習してきたことを、 4 年生に見せるいい機会です。 

しっかりと実力を出せるよう、入念にアップし、準備はＯＫです！  

  

それでは試合開始です！  

  

開始早々攻め込まれますが、キーパー天野の体を張ったセーブによって危機を逃れます。  



4 年生の攻撃は続きます。  

  

次は現役の番です ! 

しかし、この FK は得点には繋がりません。  

  

前半 18 分、新 2 年眞壁に代わり新 4 年三俣が入ります。  

両チーム得点が入らないまま、前半を終えます。  

  

4 年生は少しお疲れの様子。  

ハーフタイムにも交代がありました。  

新 4 年高木→新 4 年小山  

新 2 年中村→新 3 年大村  

新 2 年齋藤→新 2 年清水  

  

後半は現役のペース！  

  

後半 5 分、新 4 年白瀧が得点！  

  

後半 25 分、新 3 年靍岡のシュートにより現役 2-0 若手 OB となります。  

  

そのままゴールを守りきり、現役 2-0 若手 OB で試合を終えました。  

やはり 4 年生には勢いがあり手強い相手でしたが、現役の意地を見せることが出来ました。  

  

最後の試合は OBvsOB です。  

青チームのシュートは惜しくもゴール上。  

  

OB 片桐様の娘さんも参加してくださいました！  

  

まず杉谷様が得点し、赤 1-0 青。  

  

その後、広瀬様、榎本様の得点で青が逆転！赤 1-2 青。  

  

伊藤様により青チームに 3 点目が入ります！  

  

赤 1-3 青で試合を終えます。  

  

  



閉会式では御厨様よりお言葉をいただきます。  

主将三俣の締めの言葉で長い 1 日が終わります！  

  

全員で後片付けをすればあっという間です！  

  

足元の悪い中お越しくださった皆様、誠にありがとうございました。  

伝統ある成蹊サッカー部と OB・OG の方々が一同に介し、このように交流できる場がある

ことはとても意味のあることであり、貴重な時間であると思います。  

  

4 月上旬からは、アミノバイタルカップが始まります。  

これからも日々の練習を大切に、より一層団結して参りますが、OB・OG 並びにご家族の皆

様のご支援、ご声援が必要不可欠となってまいります。  

今後とも成蹊大学サッカー部を宜しくお願い致します。  

 


